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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年１月期第３四半期の連結業績（平成30年２月１日～平成30年10月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年１月期第３四半期 134,708 0.3 2,382 36.2 2,307 36.0 1,830 70.4 

30年１月期第３四半期 134,362 0.8 1,748 △3.4 1,696 △2.0 1,073 6.7 
 
（注）包括利益 31年１月期第３四半期 1,710 百万円 （42.9％）   30年１月期第３四半期 1,196 百万円 （54.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年１月期第３四半期 19.78 ― 

30年１月期第３四半期 11.60 ― 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年１月期第３四半期 124,859 36,984 28.5 

30年１月期 135,003 35,287 25.2 
 
（参考）自己資本 31年１月期第３四半期 35,614 百万円   30年１月期 33,985 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年１月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 

31年１月期 ― 0.00 ―     

31年１月期（予想）       2.00 2.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 

配当予想の修正については本日平成30年12月13日公表の「配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
 
３．平成31年１月期の連結業績予想（平成30年２月１日～平成31年１月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 175,000 △1.9 2,500 8.6 2,400 6.4 1,200 ― 12.97 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規      ―社  （社名）                        、除外      ―社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年１月期３Ｑ 92,554,085 株 30年１月期 92,554,085 株 

②  期末自己株式数 31年１月期３Ｑ 5,099 株 30年１月期 4,630 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年１月期３Ｑ 92,549,213 株 30年１月期３Ｑ 92,549,837 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「（３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成30年２月１日～平成30年10月31日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用環

境の改善を背景に緩やかな回復基調にあるものの、相次いだ自然災害による国内経済への影響や米中貿易摩擦の激

化による海外経済及び金融市場への影響等が懸念され、依然として先行き不透明な状況で推移しております。 

 出版流通業界におきましては、書籍・雑誌販売額及び書店数の減少傾向、電子書籍市場はコミックが紙と電子で

販売額が逆転するなど、市場は引き続き縮小傾向にあり、大変厳しい状況にあります。 

 このような状況のなか、当社グループは書籍流通構造改革の推進、書店収益力の向上、“人生100年時代”への

学び事業の創造をテーマに新しい付加価値及び新しい事業モデル創出に取組んでおります。 

 “人生100年時代”への学び事業創造の取組みとして、大学を主な市場とする当社グループの子会社である丸善

雄松堂株式会社は、従前より提供する大学向けソリューションとの組み合わせによって、事務効率の向上に向けた

新しいサービスの提供が可能になると考え、大学向け公開講座管理システムの販売・保守及びポータルサイトの運

営を行うセカンドアカデミー株式会社の全株式を取得し、平成30年２月１日付で完全子会社化いたしました。 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は1,347億８百万円（前年同期比0.3％増）とほぼ前年

並みとなりました。一方利益面は、粗利率の改善により営業利益は23億82百万円（前年同期比36.2％増）、経常利

益は23億７百万円（前年同期比36.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は18億30百万円（前年同期比

70.4％増）と増益となりました。

 

 セグメント別の業績は次の通りであります。

 

［文教市場販売事業］

 当事業は以下の事業を行っております。

１．図書館（公共図書館・学校図書館・大学図書館）に対する図書館用書籍の販売、汎用書誌データベース「Ｔ

ＲＣ ＭＡＲＣ」の作成・販売及び図書装備（バーコードラベルやＩＣタグ等の貼付等）や選書・検索ツー

ル等の提供 

２．大学などの教育研究機関や研究者に対する学術研究及び教育に関する輸入洋書を含む出版物（書籍・雑誌・

電子ジャーナル、電子情報データベースほか）や英文校正・翻訳サービスをはじめとする研究者支援ソリュ

ーションの提供 

３．教育・研究施設、図書館などの設計・施工と大学経営コンサルティングをはじめとする各種ソリューション

の提供

４．大学内売店の運営や学生に対する教科書・テキストの販売等

 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、教育・研究施設、図書館などの設計・施工において学部設置

等に伴う大型案件の完工が増加した結果、売上高は475億51百万円（前年同期比0.5％増）、営業利益は27億33百万

円（前年同期比15.0％増）と増収増益となりました。 

 

［店舗・ネット販売事業］

 当事業は、主に全国都市部を中心とした店舗網において和書・洋書などの書籍をメインに、文具・雑貨・洋品ま

で多岐にわたる商品の販売を行っております。

 店舗の状況といたしましては、平成30年２月に「梅田ヒルトンプラザ店」、３月に「松戸伊勢丹店」、５月に

「関西国際空港店」を閉店した結果、平成30年10月末時点で90店舗となっております。（内、１店舗は海外店（台

湾）、４店舗は「ＭＡＲＵＺＥＮ」「ジュンク堂書店」の店舗名ではありません。） 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、引き続き店舗の改装や複合化・多角化を推進するとともに、

「Pontaポイント」「ｄポイント」との提携による共通ポイントサービスの対象店舗の拡充等集客力の向上に注力

してきました。しかし、厳しい市場環境に加え大阪北部地震及び西日本豪雨等の異常気象も影響し、売上高は545

億49百万円（前年同期比2.5％減）と減収となり販管費の削減に努めましたが、２億41百万円（前年同期３億21百

万円の営業損失）の営業損失となりました。 
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［図書館サポート事業］ 

 当事業は、図書館の業務効率化・利用者へのサービス向上の観点から、カウンター業務・目録作成・蔵書点検な

どの業務の請負、地方自治法における指定管理者制度による図書館運営業務、ＰＦＩ（Private Finance 

Initiative）による図書館運営業務及び人材派遣を行っております。

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、図書館受託館数は、小規模案件の期間満了により期初1,365

館から４館減少し、平成30年10月末時点では1,361館（公共図書館533館、大学図書館210館、学校図書館他618館）

となりました。一方で比較的規模の大きな図書館の新規受託もあり、公共図書館、大学図書館ともに受託総額（売

上高）は順調に伸長しております。 

 その結果、当事業の売上高は198億17百万円（前年同期比6.2％増）と増収となり、さらに公共図書館を中心に業

務改善を進めたこともあり、営業利益は15億54百万円（前年同期比34.8％増）と増益となりました。 

 

［出版事業］

 当事業は、『理科年表』をはじめとする理工系分野を中心とした専門書・事典・便覧・大学テキストに加え、絵

本・童話などの児童書、図書館向け書籍の刊行を行っております。また医療・看護・芸術・経営など多岐にわたる

分野のＤＶＤについても発売を行っております。

 当第３四半期連結累計期間につきましては、専門分野として『動物学の百科事典』『Excelで操る！ここまでで

きる科学技術計算 第２版』『Effective Java 第３版』『犯罪の一般理論 ―低自己統制シンドローム』『極論

で語る消化器内科』、児童書として『ほねほねザウルスシリーズ19』『ビックリ３Ｄ図鑑 ジュラシック・ワール

ド 炎の王国』『しずくちゃんシリーズ31』『かたちをはめこむ まるさんかくしかく』など、合計新刊161点（前

年172点）を刊行いたしました。 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は30億２百万円（前年同期比0.3％増）とほぼ前年並

みを確保しましたが、在庫引当及び返品調整引当等の積み増しによる原価増により、１百万円（前年同期１億15百

万円の営業利益）の営業損失となりました。 

 

［その他］

 当事業は、書店やその他小売店舗を中心に企画・設計デザインから建設工事・内装工事・店舗什器・看板・ディ

スプレーなどのトータルプランニング（店舗内装業）や図書館用図書の入出荷業務、Ａｐｐｌｅ製品やパソコンの

修理・アップグレード設定等の事業（株式会社図書館流通センターの子会社であるグローバルソリューションサー

ビス株式会社による）、総合保育サービス（株式会社図書館流通センターの子会社である株式会社明日香による）

を行っております。 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、総合保育サービス事業及びパソコンの修理アップグレード設

定等の事業の増収により、売上高は97億86百万円（前年同期比3.3％増）と増収となり、利益面も店舗内装業の粗

利率改善及び販管費減少の影響もあり、営業利益は４億93百万円（前年同期比24.3％増）と増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて105億65百万円減少し、881億円となりました。これは、前渡金が29億56

百万円、その他が57億71百万円減少したこと等によります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて３億96百万円増加し、366億27百万円となりました。これは、土地が５

億35百万円増加したこと等によります。 

 繰延資産は、前連結会計年度末に比べて25百万円増加し、１億32百万円となりました。これは、社債発行費が25

百万円増加したことによります。 

 この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて101億44百万円減少し、1,248億59百万円となりました。 

（負債）

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて125億84百万円減少し、592億24百万円となりました。これは、買掛金及

び支払手形が17億27百万円増加し、短期借入金が114億75百万円減少したこと等によります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて７億43百万円増加し、286億50百万円となりました。これは、社債が10

億10百万円、長期借入金が３億69百万円増加し、その他が６億37百万円減少したこと等によります。 

 この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて118億41百万円減少し、878億74百万円となりました。 

（純資産）

 純資産合計は、前連結会計年度末と比べて16億97百万円増加し、369億84百万円となりました。これは、利益剰

余金が18億30百万円増加したこと等によります。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

①業績予想について 

平成31年１月期の業績見通しにつきましては、平成30年３月15日に公表いたしました業績予想に変更はありませ

ん。 

②配当予想について 

平成30年３月15日に公表いたしました期末配当予想を修正しております。詳細につきましては本日平成30年12月

13日公表の「配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成30年１月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年10月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 22,679 22,059 

受取手形及び売掛金 17,004 16,318 

商品及び製品 43,194 43,119 

仕掛品 1,064 637 

原材料及び貯蔵品 1,048 1,015 

前渡金 4,525 1,568 

繰延税金資産 843 839 

その他 8,348 2,576 

貸倒引当金 △41 △35 

流動資産合計 98,666 88,100 

固定資産    

有形固定資産 20,676 20,933 

無形固定資産 1,392 1,595 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,714 2,683 

敷金及び保証金 7,878 7,734 

その他 3,632 3,744 

貸倒引当金 △65 △65 

投資その他の資産合計 14,161 14,097 

固定資産合計 36,230 36,627 

繰延資産 106 132 

資産合計 135,003 124,859 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成30年１月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年10月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 20,616 22,344 

短期借入金 29,650 18,174 

1年内返済予定の長期借入金 4,292 3,326 

リース債務 324 327 

前受金 5,422 4,081 

未払法人税等 573 524 

賞与引当金 270 484 

返品調整引当金 166 133 

ポイント引当金 107 62 

その他 10,384 9,764 

流動負債合計 71,808 59,224 

固定負債    

社債 8,600 9,610 

長期借入金 6,386 6,755 

リース債務 651 746 

役員退職慰労引当金 77 57 

退職給付に係る負債 5,148 5,094 

資産除去債務 2,694 2,674 

その他 4,349 3,712 

固定負債合計 27,907 28,650 

負債合計 99,716 87,874 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,000 3,000 

資本剰余金 14,198 14,198 

利益剰余金 17,247 19,077 

自己株式 △1 △1 

株主資本合計 34,444 36,274 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △562 △771 

繰延ヘッジ損益 △7 10 

為替換算調整勘定 △10 △8 

退職給付に係る調整累計額 122 109 

その他の包括利益累計額合計 △458 △659 

非支配株主持分 1,301 1,370 

純資産合計 35,287 36,984 

負債純資産合計 135,003 124,859 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年10月31日) 

売上高 134,362 134,708 

売上原価 104,581 104,274 

売上総利益 29,781 30,433 

販売費及び一般管理費 28,032 28,051 

営業利益 1,748 2,382 

営業外収益    

不動産賃貸料 231 228 

その他 189 184 

営業外収益合計 421 413 

営業外費用    

支払利息 170 167 

不動産賃貸費用 150 136 

支払手数料 114 121 

その他 38 62 

営業外費用合計 474 488 

経常利益 1,696 2,307 

特別利益    

固定資産売却益 2 87 

投資有価証券売却益 － 3 

受取補償金 44 110 

受取和解金 － 80 

その他 2 23 

特別利益合計 49 306 

特別損失    

固定資産除却損 23 24 

減損損失 4 5 

固定資産圧縮損 － 20 

その他 0 － 

特別損失合計 27 49 

税金等調整前四半期純利益 1,718 2,563 

法人税、住民税及び事業税 601 739 

法人税等調整額 △54 △89 

法人税等合計 547 649 

四半期純利益 1,171 1,913 

非支配株主に帰属する四半期純利益 97 83 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,073 1,830 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年10月31日) 

四半期純利益 1,171 1,913 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1 △210 

繰延ヘッジ損益 32 18 

退職給付に係る調整額 △3 △12 

為替換算調整勘定 △1 1 

その他の包括利益合計 25 △203 

四半期包括利益 1,196 1,710 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,102 1,628 

非支配株主に係る四半期包括利益 94 81 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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